
 

                       

＜医療介護連携推進会議進行表＞ 
令和 8 年 3 月 19 日(金)14 時 00 分～ 

HL 音羽食堂 

 出席者：利用者家族 2 名・連携先訪問看護 2 名・地域包括 1 名・居宅 2 名  

民生委員 1 名・地域訪問介護 1 名・地域住民（欠席） 

 

 

定期巡回随時対応型訪問介護看護サービスの状況報告 

 

○ 洛和ホームライフ音羽 

・ 令和 7 年 10 月：男性 3 名 女性 16 名  月訪問回数： 4036  回 

・ 令和 7 年 12 月：男性 4 名 女性 16 名   月訪問回数： 3962  回 

・ 令和 8 年 2 月：男性 5 名 女性 16 名  月訪問回数： 4325  回 

 

○ 在宅 

・ 令和 7 年 10 月：男性 6 名 女性 15 名  月訪問回数： 856  回 

・ 令和 7 年 12 月：男性 6 名 女性 17 名  月訪問回数： 923  回 

・ 令和 8 年 2 月：男性 9 名 女性 17 名  月訪問回数： 1259  回 

 

 ・在宅の利用者様の傾向・・・・排泄介助や内服・食事の準備などが中心で 1 日 2 回～4

回訪問。起床時から就寝時までの支援や昼と夕の訪問時間は利用者のニーズに合わせ

てサービスを提供しています。その他に体調確認や掃除、洗濯、買物があります。 

  最近の新規利用者では 

 ・病院から退院直後に状態が分からず、生活の状況を把握する為 1 日複数回訪問が必要。 

 ・家族も介護経験がなく、定期訪問時に一緒に介護のサポートをしてほしい。 

 〇サ高住 

 ・ホームライフの入居者様の傾向・・・服薬管理・移動・移乗介助・室温確認 

  水分補給の促し、排泄介助・掃除支援が中心。 

  

   

 

 

 



 

 

 

１．事故報告 令和 7 年 4 月～令和 8 年 2 月末 

 ・ヒヤリハット   15 件 

 ・軽度事故     24 件 

  

〇事故報告 

  居室内での転倒事故が多く、ホームライフでは夜間から朝方に一番多くみられている。 

  訪問回数の見直し、環境面で福祉用具の導入や DS 利用等により下肢筋力の維持・向上

に努めるよう担当のケアマネジャーや連携先の訪問看護と共有しています。 

 〇薬に関する事故 

  薬の服用忘れ・飲み間違い報告 

 ・臨時の薬が処方されており、事業所も把握できておらず服薬漏れとなる。 

  ＊ホームライフ食堂にてご自身で薬を管理して服用される方の落薬事故数件あり。 

   どちらのケースも訪問看護や薬局に報告し指示をいただき対応し、大事には至らな

かった。しかし、薬に関する事故は大きな事故に繋がるおそれがある為、細心の注意を

して対応する。 

 

３．医療との連携 

 ・定期巡回サービスでは訪問看護ステーション音羽・醍醐駅前・音羽リハビリ病院訪問

看護・まどか訪問看護・ふぉすたあ伏見、訪問看護ステーション「結ぶ」6 か所と契約し、

新たに、みんなの訪問看護、訪問看護すずらん、ゆうあい訪問看護と契約し、発熱時の

対応から処置、栄養状態の改善に関する助言・アドバイスなど適宜、連携を図りながら

利用者・家族が安心していただけるよう努めています。また、往診医が入っておられる

ケースも多く、ヘルパー⇔看護師⇔往診医と常に利用者様の状態変化を見逃さないよう

に共有しています。 

・急変時の対応 HL入居者様に関してはドクターカー要請・相談し対応しています。 

 

４. 地域との連携・交流 

・ホームライフの食堂・多目的室を開放し千歳クラブの折り紙教室・老人クラブの寄り

合い等に利用頂いています。 

・また、HL 食堂にて最新の福祉用具の靴、モデルルームを設け、福祉用具を展示し入居

される方や見学対応時に活用させて頂いております。 

 ・移動販売・・R7 年㋆より開始。10 時 30 分～11 時。 

 



 

＜各担当者様より＞ 

＜訪問看護 ST 音羽リハ＞ 

・定期巡回で訪問するのは初めてだが、ケアウイングで特記事項を確認でき、情報を共有

できている。 

 

 

＜訪問看護 ST 音羽＞ 

・定期巡回を利用している方が 2 名おられるが、プランに合わせて柔軟に対応できるサー

ビスだと思う。 

 

＜地域包括支援センター＞ 

・介護のサポートを助けているのが良いことだと思う。 

 

 

＜居宅 音羽＞ 

・ホームでは定期巡回を利用し細かなサービスが必要。移動支援・食事の声掛け等介助し

てもらっている。24 時間サービスで助かっている。 

 

＜居宅 北花山＞ 

・ケースによって（特に金銭面）定期巡回を使うのが難しい場合がある。 

・365 日対応なので、職員の負担が大きいのでは、委託先があるのであれば活用してほしい。 

 

＜民生委員 ＞ 

・毎日が大変だと思います。 

・他のサービスとも連携がとれているので、地域の方の支援お願いします。 

＜ご利用者様＞ 

・いろいろ良くしてもらい、助かっています。これからもよろしくお願いします。 

 

 

＜町内会長 ＞ 欠席 ＜訪問看護ステーション まどか＞ 欠席 

＜訪問看護ステーション 結ぶ＞ 欠席 

 

 

 

 



 

５.感染症対策及び発生時の対応方法（引き続き、感染対策につとめています。） 

① 施設内でのコロナウイルス感染予防策について 

・ 食堂での座席固定、オゾン発生器設置。 

・ 毎朝の検温（ご利用者） 

・ 手洗い、手指消毒の徹底（外出後、帰宅時の手指消毒） 

・ 施設内の除菌、換気の徹底 

・ マスク着用・手袋・プラスチックエプロン着用（配膳時・必要時） 

 

② 利用者宅訪問時の感染予防策について 

・ マスク、必要に応じてゴーグル（またはメガネ）、ガウン、手袋着用。 

・ 手洗い・手指消毒の徹底。除菌用アルコールを携帯し訪問時使用。 

・ 必要に応じて体温計とパルスオキシメーターの携帯。 

 

 

  ＊洛和ホームライフ音羽の利用者に加え、在宅（地域）にお住まいの利用者も徐々に

増えてきています。また、これまでお付き合いのない外部（洛和会以外）の居宅介

護支援事業所からの問い合わせ・相談等も増えてきています。 

   今以上に定期巡回サービスの特徴を知っていただき、介護保険サービスの選択肢の

一つとしてもっとケアマネジャーや利用者に浸透するように、定期的な居宅訪問を

実施しています。これからも利用者の安心につながるサービスを提供できるよう頑

張りたいと思います。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

次回開催予定：令和 8 年 9 月頃を予定しております。 

期日が決まり次第、ご案内させていただきます。                       


